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修士論文題目 小児がん患者が入院中に求めるソーシャル・サポートに関する研究
I研究の日的:目的は小児がん患者が必要としている入院中の情緒的サポート.情報的
サポート.共行動的サポートに関して.子ども自身が入院という状況において,誰から.
どのようなサポートを受けたと認識しているかという知覚されたサポートと.受けたいと
思っている期待されているサポートに関して.そのサポート源と内容を明らかにすること
である。
H　研究の方法:調査対象は現在小学4年生から大学生までで. 1 5歳までに小児がんに
よる入院歴を持ち.病気について説明を受けており,入院中のことを振り返って質問に答
えることのできる,現在は治癒または完解導入中で,外来通院をしている息児である。
調査は.全国の小児がんの専門治療を行っている9ヶ所の病院(専門医)と.小児がん患
者を対象としたサマーキャンプにおいて,患者自身,及びその保護者から了解を得られた
場合に施行した。質問紙法に.よるアンケート形式により,入院期間中の振り返りの質問に
回答を得た。調査内容は,対象背見　息児が感じている不安や心配事.入院中の情緒的サ
ポート.情報的サポート.共行動的サポート,医療従事者への要望である。
lH結果: 100名の息児にアンケート調査を依頼したところ,回収数63名(63.0%)で.宿
効回答数54名(85.1%)であった。小児がん患者が入院中に求めている知覚されたサポート
源としてあげられたのは,主に「母親」. 「父親」. 「医師」. 「看護婦」の4対象であった。
また.サポート内容として知覚しやすいのは一緒にいることやスキンシップ等であり,柄
気に関しての情報を分かりやすい言葉で説明されることを求め、インフォームド・コンセン
トの重要性も示唆されていた。また,医療従事者の不用意に発せられた青葉や息児の人格
を無視した言動は.息児の精神的負担となっていることもわかった。
JV考轟:医療軍事者による肉親的な関わりをも加味して.息児自身の疾病に対する知識
が皇宮になると.不安の除去にもつながり闘病生活に前向きな姿勢となることから.単に
入院回数を悲観するのではなく,そこに疾病教育的な意義が含まれることを考慮していく
必要があると思われる。小児がん患者はより多くのサポートを得ることで闘病への姿勢が
強化されると考えられているが, t医療従事者が提供するサボ-トと.息児自身が実際に希
望するサポートの内容には差異が生じていると思われた。そこで,医療従事者礼　子ども
の先達過程における理解能力を認識し.息児を観察する能力を向上させる必要がある。
V総括:小児がん患者を対象に,入院中に求めるサポートに関するアンケート調査を
施行したところ.母親が主たるサポート源となっていた。また,医療従事者の子どもの発
達過程における理解能力の認識と個々の息児の観象　コミュニケーション等の不足から生
じる人格無視や不用意な言動は息児の精神的負担となっていることが示唆された。
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